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研究成果の概要（和文）：日本の同性カップルの生活実態を明らかにするため、モニター型ウェブ調査を実施し
て得たデータを用いて３つのカップルタイプ（同性カップル、法律婚、事実婚）の男性と女性（合計６グルー
プ）の家族関係や意識を比較した。また同性パートナーシップの法的承認に関わる議論のメディア分析を行い、
法的承認がヘテロノーマティヴィティ（異性愛のみが正しく、それ以外の性のあり方は正しくないと考える体
制）を弱めるのか、強化するのかについての理論的議論に一石を投じた。

研究成果の概要（英文）：To shed light on the lives of same-gender couples in Japan, we conducted an 
internet survey of registered survey monitors and compared couple relationships and various 
attitudes among married men, married women, cohabitating men, cohabitating women, men in same-gender
 relationships, and women in same-gender relationships. In addition, we conducted media analysis of 
discussions related to legal recognition of same-sex partnerships, contributing to extant 
theoretical discussions as to whether such recognition either weakens or reinforces 
heteronormativity (the system that considers only heterosexual relationships as correct and views 
other forms of sexuality as incorrect).

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの日本の家族研究や性的マイノリティ研究では、同性カップルの関係性が正面から扱われることが少な
く、質的調査が散見されるのみであった。本研究の学術的意義は、同性カップルの状況を、男女間の法律婚およ
び事実婚との比較を通して明らかにしたこと、今後香港で同様の調査を実施するための情報収集とネットワーク
づくりを行ったことにある。社会的意義は同性パートナーシップの法的扱いについての議論において、生活実態
を示すエビデンスを提供できることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本における同性パートナーシップに関する議論は、当事者の間では少なくとも 1990 年代から
行われており、自治体による同性パートナーシップ認定が導入されるようになった 2015 年以降
は、社会的に注目を集めるようになった。その一方で、同性パートナーシップに関する学術研究、
特に量的データに基づく研究は立ち遅れており、研究分担者の神谷悠介（2017）による男性同士
のカップルを対象にした質的調査や、杉浦郁子、研究代表者の Diana Khor、研究分担者の釜野
さおりによる女性同士のカップルの質的調査をベースにしたものに限られていた（杉浦ほか 
2008; Kamano 2009）。また、上述の研究は 2010 年代に行われたものであるため、2010 年代半ば
以降に各地の自治体で導入されていった同性パートナーシップ認証制度や、2019 年以降の同性
婚訴訟など、同性パートナーシップを取り巻く社会情勢の変化の下に暮らす同性カップルの関
係性や生活については明らかにされていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、(1) 2020 年代現在、日本で生活する同性カップルの関係性や意識を量的調査
によって捉え、量的分析によって示すこと、(2) 同様の量的調査を香港において実施するための
土台を作ること、(3) 同性パートナーシップの法的承認（の可能性）に関わる議論のメディア分
析を行い、法的承認がヘテロノーマティヴィティ、すなわち異性愛のみが正しいあり方、それ以
外の性のあり方は正しくないと考える体制を弱めたり強化したりするメカニズムを検討するこ
とである。これらを進める過程で、関係性の社会的承認およびそれをめぐる議論が、カップルの
生活経験と関係性にどのような影響をもたらすのかを分析し、欧米中心になりがちな家族研究
とクィア研究の理論枠組みに東アジア的な視点を見出すことをめざす。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究動向の把握 
研究期間中に蓄積される研究を含め、先行研究の流れを把握する。 
 
(2) メディア分析 
日本で生活する同性カップルが置かれた環境を示すため、同性パートナーシップ、同性間の婚姻
をめぐる新聞記事、政党の公約、活動団体等による文書を分析する。 
 
(3)カップル関係の量的調査の実施 
a. 調査票の策定 
同性婚をめぐる議論、同性カップルの生活実態に関する文献検索およびそれらのレビューを行
う過程で、カップルの生活実態および意識を捉える調査項目の候補を検討した。最終的には 1970
年代にアメリカで設計された調査票 Couples Survey (Blumstein & Schwartz 1983) が網羅的で
現在にも通用する優れたものであることを認識し、同 Survey を基に調査を実施することに決定
した。Couples Survey の項目を日本語に訳し、日本語として練り直した上で、日本の状況に即
した問いを追加した。同性カップルと比較するため、異性カップルも含めることとした。調査に
は家事分担、家計管理、消費行動、コミュニケーション、対立、家族・職場との関係、仕事、余
暇、コミュニティとのかかわり、関係の法的承認についての考えなどを含めた。 
 
b. 対象者の存在確認 
量的調査がほとんどなされてこなかった同性カップルを含めた調査をどのように実施するのが
良いのかを検討した。日本において、性的マイノリティに関する大規模調査で多用されているイ
ンターネット調査会社の登録モニターを対象にしたウェブ調査を実施してみることが有用だと
の結論に至り、同性カップル、がどれくらいモニター登録者の中に含まれるかを調べるスクリー
ニング調査を行った。 

 

c. 本調査の実施 
上記のスクリーニング調査で捉えた同性カップルの男女に加え、法律婚の男女、事実婚の男女に
対しウェブ調査を実施し（2022 年 3 月）、３つのカップルタイプの男女それぞれについて 515 の
回答を収集した（事実婚男性のみ 517、計 3092）。 
 
 



 

※ 出生届・出生時の戸籍上の性別に関わらず、回答者からみたその方の性別 

 
d. 追加調査の実施 
分析過程で、上記の方法によるカップルタイプの分類と、別途、試験的に調査票に含めていた、
回答者自身にどのカップルに属するかをたずねる問（男女間のカップル、女性どうしのカップル、
男性どうしのカップル、その他）からカップルタイプを特定した場合とを比べると、後者では同
性カップル数が大幅に少なく、性別・性自認回答から判断した「同性カップル」の中には「男女
間のカップル」であると回答していたケースが多くあることが判明した。今後、日本において多
様なカップル関係の研究を発展させるにあたり、異なるカップルを調査票調査で把握する方法
を検討することは非常に重要であると考え、2022 年秋に追加でモニター型ウェブ調査を実施し、
自らを女性どうしのカップル（N=99）または男性どうしのカップル（N=114）であると申告した
人たちに、2022 年 3 月の本調査への回答者を除外した上で、本調査の回答を収集した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究動向の把握 
同性婚をめぐる議論、同性カップルの生活実態に関する文献検索およびそれらのレビューを行
い、また、同性パートナーシップの議論で必ず出てくる同性カップルの親をもつ「子ども」につ
いて、アメリカで人工授精を経て産んだレズビアンの子どもたちを 1986 年から追跡研究を続け
ている Nanette Gartrell 氏を招聘し、情報交換を行うと共に公開講演会を開催した。また、
National Longitudinal Lesbian Family Study のホームページに掲載された主な論文 10 点の要
旨の日本語訳を研究の一環として担当した（https://www.nllfs.org/translations/japanese-
nllfs-publication-abstracts.pdf?v=2）。翻訳およびそのまとめにあたっては、有田啓子氏（立
命館大学）から研究協力を得た。また研究分担者の神谷悠介は、過去に収集していたパートナー
シップ制度の利用者や検討者へのインタビューをもとに、「同性カップルの関係性とパートナー
シップ制度」という講演を大阪市立大学人権問題研究センターにて行った。 
 
(2) メディア分析 
日本の新聞記事、政党の公約、活動団体等による文書の分析から、日本社会において同性婚がど
のような枠組みで議論されているのかを析出した。日本における同性間の婚姻がステークホル
ダーによってどのような枠付けにおいて検討されているのかを分析した結果を研究ノートにま
とめた（https://doi.org/10.15002/00023021）。本分析によれば、同性間の婚姻に賛成する立場
であれ反対する立場であれ、国家および市民社会はホモナショナリズム的な言説を強化してお
り、西洋で観察されるものとは若干異なるものの、似通った傾向がみられる。さらに同性間の婚
姻支持者は、結婚を人間存在の本質とみなす傾向があり、現代の日本において実践されているよ
うな、ジェンダー不平等な制度として批判的に検討する余地はほとんどない。したがって、同性
間の婚姻を法制化することは、異性愛規範を弱めることはなく、むしろ強化する可能性があると
いう主張が支持されている可能性があるといえる。 
 
(3)量的データの分析 
a. 回答者が自認する性別、回答者からみたパートナーの性別、婚姻の有無によって分類したカ
ップルタイプによって、家事分担および関係の中での影響力を比較し、結果を日本家族社会学会
およびドイツ日本研究所主催のワークショップで報告した後、論文として発表した（Khor and 
Kamano 2024）。家事分担についての分析のうち、夕食の支度についての結果を紹介する。 
図 1 では男女それぞれのカップルタイプ別に、どちらが多くやるかを「1=いつも私がやる」2、
3、4、「5＝ふたりが同じくらいやる」、6、7、8、「9＝いつも〈夫・妻・パートナー〉がやる」の
9 ポイント尺度でたずねた際の回答分布を示す。「いつも自分がやる」（1 を選択）と回答した割
合は法律婚女性では 86％であるのに対し、法律婚男性では 13%、事実婚の場合でも女性では 77%
であるのに対し、男性では 22%であった。一方で、同性どうしのカップルでは、女性 53%、男性
49％あった。ジェンダーと関係性の双方によって、カップル間の分担が異なることがわかった。 
 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 1 カップルタイプ別にみた、「夕食の支度」の分担 

 
図 2 では、すべてのカップルについて、収入差と夕食の支度の分担のクロス集計結果を示す。 
ここでの「収入差」は、回答者と相手の年収をたずねた問いへの回答（収入階級 0 から 20）の
差を求め、それらを-10(-20 から-10)、-5(-9 から-5)、-1 (-4 から-1)、0（0）、1（1 から 4）、5(5
から 9)、10 (10 から 20)として分類した。(なお、収入階級の中央値の用いて同様の分析をした
場合も結果の傾向は変わらなかった)。全体でみると、自分の収入の方が少ないと夕食の支度を
いつもする側の回答が多く、自分の収入の方が多いと相手がする方が多いことが明らかである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 相手との収入差と夕食の支度の分担 
 
次に、カップルタイプ別に分けてみていく。図 3 は法律婚男性、図 4では法律婚女性、図 5では
男性カップル、図 6では女性カップルについて、ふたりの収入差と夕食の支度の分担状況のクロ
ス集計の結果を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 相手との収入差と夕食の支度の分担（法律婚男性） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
図 4 相手との収入差と夕食の支度の分担（法律婚女性） 
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図 5 相手との収入差と夕食の支度の分担（男性カップル） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 相手との収入差と夕食の支度の分担（女性カップル） 
 
カップルタイプ別にみると、法律婚であっても、同性カップルであっても、収入が少ない方が夕
食の支度をする傾向が確認された。夕食の支度以外の家事についての分析や、労働時間や家事分
担についての意識なども含めた多変量解析による検討を行う予定である。 
 
b. 追加で行った調査データを加えて、男女・女性どうし・男性どうしの別（回答者申告）、法律
婚・事実婚・恋人関係の別、回答者の性自認への回答をもとにした分類を用いた分析も進めた（法
律婚男性 916、事実婚男性 527、同性カップル男性 114、法律婚女性 928、事実婚女性 510、同性
カップル女性 99、合計 3,094）。分析結果の一部は、研究分担者の釜野が内閣府の性的指向・ジ
ェンダーアイデンティティ理解増進連絡会議（第４回）の有識者へのヒアリングにおいて報告し
た（https://www8.cao.go.jp/rikaizoshin/meeting/k_4/pdf/s1.pdf）。 
 
今後は、オリジナル調査および追加調査の両データを用いて、多角的に家族関係や意識の比較分
析を進めていく。研究開始時には企画に含めていた香港におけるカップルタイプ別の量的調査
と、日本および香港におけるカップルの関係性の質的調査については、日本での量的調査のデー
タを十分に分析し、その結果を踏まえて実施することとした。研究協力者を介して、香港で量的
調査およびインタビュー調査が実施可能であることは確認済である。本プロジェクトの成果を
ベースとした研究として、引き続き進めていく次第である。 
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